




































　それらを鑑みて 2020 年度における第 1 回目の
安全講習会は，COVID-19 の感染予防に留意しつ








　7 月 23 日に講義，加えて 8 月 1 日に実演と，
計 2 日間に分けて行った。また感染予防対策とし
て，7 月 23 日の講義は全スタッフ，全部員を対
象としてオンライン形式で行ったが，対面式によ
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る実演は A チーム，B チーム，C チームのそれ
ぞれのチームの練習前に行った。参加者は部員
76 名であり，内訳は A チーム 20 名，B チーム
25 名，C チーム 27 名，学生スタッフ 4 名であっ


























員 会（International Olympic Committee） に よ
ると，過去 4 週間の負荷の平均に対し，これから






























図 2　 江戸川大学駒木キャンパス内 AED設置場所 
（地図改変）
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演題④：AEDの使用方法
　A チーム，B チーム，C チームと，全チーム練
習のあった 8 月 1 日に，感染予防に留意し各チー
ム練習前に AED の使用方法を実演して説明し















16，17，18 日，対面形式実施日は 7 月 22 日で
あった。参加者は 7 月 16 日 7 名，7 月 17 日 4 名，



























































































































28 日 A・C チ ー ム，7 月 29 日 B・D チ ー ム，7






























































































































































ONE TAP SPORTS の活用により毎日の健康観
察，クラブ活動参加の可否判断がスムーズに行え
た。以下図 5 に指導者が閲覧出来る，ONE TAP 
SPORTS の確認画面を示す。






ラブ 112 名，男子バスケットボール部 64 名，女
子バスケットボール部 25 名，女子バレーボール
部 10 名）であった。学年の内訳については，1



























































































（150 名）， 「そう思う」 （56 名）， 「どちらとも言え
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　その結果，多かった項目の順に並べていくと，
1 位がスポーツ栄養学（35 名 16.6%），2 位スポー
ツコンディショニング（31 名 14.7%），3 位スポー
ツ戦術・戦略の分析（23 名 10.9%），4 位スポー
ツ心理学（19 名 9％），5 位トレーニング科学（16
名 7.6%），6 位スポーツコーチング（15 名 7.1%），
7 位チームマネジメント（14 名 6.6%），8 位ス
ポ ー ツ 医 学（13 名 6.2 ％），9 位 体 力 学（11 名
5.2%）10 位コミュニケーションスキル（7 名
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